
第６回オープンスクエア感想カード(１８名分)(平成２１年１１月２７日開催) 

 

４班では、住民投票は必要ではないのではないかという意見が挙がりました。ただ、なしに

するのではなく個別型の設置にしては。との意見が挙がりました。今回は、議員さんが班員

に居たので議会と市民の関わりについて主に話し合いました。議会の内情も知ることができ

たので為になりました。また、オープンスクエアで議会をテーマにという意見も挙がりまし

たので、是非やってほしいと思います。 

議題は住民投票だったが、議会についての理解が深まった。住民投票については検討委員会

でも話してきたが、もやもやしたままだった。しかし、今回のＯＳを経てすっきりした。自

分の中でなんとなく住民投票に関する答えが見えてきた。 

温暖な地に住む小田原人の意見が色々あって面白かった。 

問題(住民投票にかけるような)が、想定しづらいとの声には小田原らしさを感じました。 

今日は参加人数が少なかったので、その点は残念でしたが、班の中に議員の方が入って下さ

り、とても有意義な話し合いができました。市民が自分自身の責任でひとりひとりの確かな

考えになって、自治を行っていくことが大切と思いました。 

１回目より２回目の方が、自治基本条例が身近になった気がします。 

今回は、グループ討議以上に個人として勉強になった機会でした。 

４班に分かれていてほぼ同じような意見であったのだから、たぶんあと何人増えようが、(市

民全員に聞いても)こういうことなんでしょうと思う。 

住民投票を話題にあげた事から、今回の参加者の多くの考えが聞けたのでよかった。 

身近に問題意識をもった人のいないチームだった為、私も共に考えられて良かった。小田原

の問題としし考え、デメリット、メリット、双方から考える機会となった。条件、基準を明

確にすると同時に、市民が関心をもって意志表示する場という確認にもなった。税金のつか

われる大きな事であるので、慎重に対話していきたい。 

まず、間接民主主義による市会議員を選ぶ場こそが住民投票の意味を含んでいると強く感じ

ました。 

オープンスクエアで議論をベースに条文が見える様にして欲しい。 

今週参加してきたが、我々の議論が条例にどのように反映されるのかまったく見えない。参

加者が少なくなるのも意見が「ヌカにクギ」の状態である。 

具体的な条文にどう結びつけていくか形がみえないとの参加者の意見があり同意見です。少

し条例案を出してフィードバックした方が良いと思います。 

住民投票に関して全く知らず、関心もありませんでしたが、とても重要な事だと勉強になり

ました。 

住民投票について考え、議論できたことは有利でした。 

議論的にはかなり慎重に行うべきものであると思います。 

まず、投票率を上げることでしょう。(通常選挙で) 

住民投票が必要になる状況にならないようには行政・議会が努力すべきであるが、万が一の

場合を考えて住民投票をする権利は確保しておく必要があると思います。 

住民投票の論議の展開の中、いかに小田原市健全であるのかが良くわかりました。 

この素晴らしい小田原の住民である事をほこりに思います。 

議員と市民と直結し頑張りましょう。 

あらためて、住民投票制度の意義を考える機会に感謝。 

「住民投票とは」が、良く分かり、大変面白かったです。多くの市民が、オープンスクエア

に出席して頂けたら良いのにと思います。 

住民・議員との関係の活性が必要と思った。反面、住民としての監視が行政等々に必要と思

った。 


